学級経営の実践と課題Ｂ 2016
１．科目区分　　　共通必修科目
２．クラス　　　　１クラス
３．担当教員　　　平山、浅井
４．授業の概要
本授業は学級経営に関する共通必修科目である。共通必修科目は学部新卒院生と現職教員の院生の混成クラスが原則ではあるが、両者のレィディネスと到達目標に大きな違いがあるため、本授業は現職教員のみのクラスとし、若手教員の育成や学年経営・学校経営の観点から学級経営を取り上げることとする。

本授業では理論と実践との架橋という観点から大きく３つの内容から構成する。１つめは学級経営の今日的課題に関すること、２つめは自身の学級経営の振り返りと対象化に関すること、３つめは対象化の基盤となる理論を踏まえた若手教員への支援の在り方に関することである。

本授業では研究者教員と実務家教員がすべての回をTTで担当する。それぞれの特性を生かして毎回の授業の構成を行っている。　

５．授業の到達目標
学級経営を巡る今日的課題を学校経営・学年経営と学級における学習指導・生徒指導の両面から理解することができる。

　自らのこれまでの学級経営を振り返り成果と課題を明らかにすることができると共に、学級経営における集団づくりの基本的な原則や校内体制の基本的な在り方を理解することができる。

　ミドルリーダーの立場から若手教員の学級経営能力を高める指導・支援のための諸要件と指導・支援のあり方を、フィールドワークと事例研究を通して分析・整理し、提案することができる。
６．授業計画
１、担当教員紹介、授業予定と評価方法について　10/３　　
２、「実践事例研究」について　10/11
　「学級の歴史学的考察」
・４回の「実践事例研究」について趣旨・概要を説明し発表の準備を指示する。
３、「実践事例研究１」　10/17
・院生全員を４回に分け、これまでの学級担任としての経験の中から、観点を定めて事例を取り上げ報告する。

・事例の紹介に留まらず、その時の担任としての思いや考え、指導の方針等を振り返り報告する。

・報告内容に関して意見交換を行う。

・学級経営の中で生じる課題を客観的、多角的に捉えるとともに、学級担任の立場からの関わり方について、多様な選択肢と系統的な指導の２つの観点から考察するということを具体的事例を通して実践する。
４、「実践事例研究２」　10/24
５、「実践事例研究３」　10/31　

６、ＦWの事前指導　11/７
　観察の視点を検討する。

　「学校経営と学級経営　システムと学級王国」

７、８、ＦW＜向陽小学校＞11/14　
　受講生はHP上にアップしてある「ＦW振り返りシート」をFW当日中に書き上げること。フィールドノートは24時間以内にまとめることが望ましい。　
９、ＦWの振り返り　11/21
　グループに分かれ、FWの事前に検討した観察の視点を中心に、FWの振り返りを行う。
10、ＦWの事前指導　11/28
　観察の視点を検討する。

「学級経営についての断章」
11、12、ＦW＜向島中学校＞12/５
受講生はHP上にアップしてある「ＦW振り返りシート」をFW当日中に書き上げること。フィールドノートは24時間以内にまとめることが望ましい。
13、ＦWの振り返り　12/12
グループに分かれ、FWの事前に検討した観察の視点を中心に、FWの振り返りを行う。
14、「実践事例研究４」　12/19　　
15、まとめ　１/16
　若手教員への支援の在り方
　レポート
７．テキスト・参考書等
特になし。

８．自学自習についての情報
・現職教員院生対象のクラスであるので、授業での必読文献は最小限に留め、参考文献を幅広く紹介する。各自の興味関心や問題意識に応じて選択し読んで欲しい。

・授業で実践発表の機会があり、そのための事前準備が必要である。発表に際し、要点をまとめたレジュメを作成する必要がある。

・レポート課題としてフィールドワークの振り返リレポート２点と期末レポートの３点が課せられる。提出期限までに作成することが求められる。

９．授業の形式
・授業は「講義」「演習」を組み合わせて行う。

・本授業では受講生が12、3人であれば、全体で授業を進めるが、これ以上の人数になった場合には、話し合い活動では２グループに分割して行う。

・グループ編成についてはメンバーを固定せず、そのときのテーマや課題に応じて編成する。　
10．評価の方法（評価の配点比率と評価の要点）
・出席については皆出席を前提とし、欠席者については補充の課題等を課す。

・評価は実践事例発表（30％）、フィールドワークのレポート（各15％）、期末レポート（30％）と授業（討論）への参加状況（10％）で行う。　
12. その他
